
概睾   

2005年4月1日から2008年2月28日の間に、フランスで307例のチクング  

感染症び璃   

ウイルス感染  

出典  

Euro専urVei‖an（；e  

2006；11（4）：  

080ヰ20  

ンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47繰（ト81歳）であった。月別の  
輸入例数はレユニオンでの発生状況と掛違が見られた。自発例は200¢  
年3月に1例発生したが、輸入例患者をを看護した看護師で、インド洋へ  
の旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考えられた。  

肝炎  非特異的PCRを行った後、染色体由栗配列を除去することにより、非A－  
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－∈肝炎患者69例中17例（24戯）に検出された。NV－F陽性患者¢さ例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NVイ抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  

JInfe¢tロis200¢：  

193：1089－1097  

．－■■－■－●■－■■●■■■■●■■●一●■■－■■■■■・■■■■■■一■■■■■…一■■■■・－－■■■■一－1■●－■■●－■■l■■■■■  

ヒトにおけるVesiviru＄感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で19帥年から用的年に供血青から集められた血清785  

例について検査した。その結果、抗体陳性串は、健儀ドナー群で  
12棉74例中朝例）、高AしT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で2鍋（41例中ほ例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR駄験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．的）が陽性であり、既知のVesiviru＄と  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesivirusに感染したヒトも、またVe8Mrusウイルス血症青もいることを  
示している。  

ウイルス感染  JMedViro－2006；  

78：693－701  

2004年3月から12月に、中国の現也区から408匹のコウモリを集め、血  
液、糞、唾液を採取し、血清検体および集または唾液由来GDNAを、  
各々独立に、異なった方法で、ニ重盲検により分析した。その結果、あ  
る種のコウモリが重症急性呼吸器症候群（SARS）の病原体であるSARS  

コロナウイルス（＄ARS－CoV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿主で  

あることが明らかになった。これらのウイルスはSARS様コロナウイルス  
くSL－CoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネコから分離されたSARS－CoV  
より遺伝的多様性が高い。ヒトやジャコウネコから分離された＄AR＄一  
CoVは系統発生学的にSL－CoVの範疇に入り、SARS発生の原因ウイ  
ルスがSトCoV群の一員であったことを示す。   

Scienc02005；  
310：¢76－879  
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新規ヒトコロナウイルスHKUlは呼吸器及び膿疾患に関連する可能性  

があり、状態の不良な患者における持続性の無症候性感染との関連が  
考えられる。  

Clin lnfect Dis 
2006；42：834－639  

ガボンおよぴコンゴで2001年から2003年にかけて発生したヒトと大型霊  エボラ出血  Nature2005；438：  

575－576  長矧こおけるエボラ流行時に採集された1030の小型脅機動物におい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。書  
くべきことに、抗体陽性の動物はすぺてPCR陰性であり、PCR陽性の動  
物lますべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる抑こ検査されたためと思われる。  

骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショックを発症し、死、  デング熱  馴00d2005；106：  

Abstract＃5331  後解剖でテンゲウイルスヰ型感染が判明した急性リンパ性白血病（ALL）  

小児患者について報告する。柑94年11月にプエルトリコで兄弟からの  
骨髄移植を受けた8農の少女は移植後引ヨ日に全身紅班、8日日に発  
熱を発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショックを起こ  
し、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝施、脾臓からデンダ  
ウイルス4型が検出され、PCRで確認された。ドナーの血液をさらに検査  
したところ、デングウイルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの  
培養Iま、ドナーの急性力価と一致した。デングウイルス感染は流行地  
域で輸血や骨髄移植を受けた患者の死亡原因となりうる。  

2005年に、英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バーミンガム市内  
の病院で8例発見された。E型肝炎は英国ではまれな疾患と考えられて  
おり、通常は流行地への渡航後に発症する。急性肝炎の患者すべて  
に、渡航歴とは無関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。   

E型肝炎  JM8dViro12006：  
78：473－475  
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JGenVir（〉1200¢；  

8了：949－954  

詩魂：葡蕗二繭膏盲蓬亡ぞ葬盲蘭両前踵薩葡蔀高富亭英  
アフリカ人930名の血姥検体を用いて、HTLV多様性を調べた。ウエスタ  
ンプロット法で陽性の13例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統  

lntemationa】  

ConferenGe On  
Emerging  
Infectious  
Disease8200¢；  

Mar19－22；  

AtI引1t8．G00rgja．  

Ab＄tr8CtS＃50  

発生学的分析を行った。その鏑果、HTLV－3とHTLV－4と名づけた新しい  
ウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－3は、今までヒトでは  
見られなかったSTLV－3に属する。11例でマンドリル由来のものなど、多  
様なHTLV－1感染が見られた。  

苅ぢ硝石フ1スちテ義行福豆び蔀踊酢芋＝書式ぞ打  寄生虫感染  扁■  添加物   人血清アル  
ブミン  

人血液  米国  ウロキナーゼ注射剤  
ベネシス  Tran＄fusion2005；  

45：1804－1810  17購例の血清をBabo由miGrOt航体について調べた。流行他の血清学  
的陽性血液ドナーは24例（1．4射で．非流行地の犠牲血液ドナー（8例、  
0．3射より多かった。また，血清学的腸性の血液ドナー19例のうち10例  
（53％）がPCRによりBab引由mi¢rOtiに陽性であった。輸血により本寄生  
虫血症が伝播するおそれがある。   

し■；  

178ページ  



感染症雄叩  異型クロイツ  
出典   

JViro12005：‘柑： 137錮－137帥  

概要   

慢性消耗病（CWD）感染ミュールジカの脳組織を、リスザルの脳内に接  
種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織にはPrPre8が検出され、海綿状変性が認められた。霊長類に  
CV〉Dが感染した初めての報告である。  

フェルトヤコブ 病  

WHO／CSR2005  
年＝月17日  例が確隠された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。  

米国で柑8丁年から1996年の間にHlV感染小児患者57例から採取し、凍  
緒保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス（HPV）DNAを  

明べた。患者8例と健儒者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   

ウイルス感染  
2005；43：5428－  JClin Mkrobio1  5434  
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親染症沖T‡  クロストリジウ ム感染  

出典   

NEnglJMed  
2005；353：2433－  
2441  

概要   

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  
Clo＄t而jumd澗¢itoの新菌株の出現により、関連疾患の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本革  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施儲から得た本菌の分離株187株  

を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その結果、全施設  
の分離株で同定された最近の81／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

異型クロイツ  

ブ  

美園保健省  
Press Statement 
2006年2月9日  

輸血関連の新しいvCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  
約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJt）を発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。  

フェルト・ヤコ 病  

1998年から1899年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝周  
因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  
行った。疫学的調査およぴHAVRNA配列検査から、凝固因子Vlllの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

A型肝炎  Epidemi01Inf¢Gt  

2006：134：87－93  

医薬品製造用血焚プールの検体においてPCR法により／くルポウイルス  ／くルポウィル ス  Em餅glnfe¢tDi＄  
200¢；12：15ト154  （PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血療はヨーロッパと北アメリカ  

で集められたものである。その結果、柑了プール中一例がPARVヰおよぴ  
PARV引こ陳性であった。   
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感染症綾里   

異型クロイツ  

根婁   

2008年1月11日の血液専門委員会第61国会議で可決されたvCJDに関  
するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

出典  

ブ  

Rob馴亘Koch  

lnstitut／Vcten  
desAIも扇tskeises  

B山t／Votum33  
フェルトヤコ 病  

ウイルス感染  ProMed20060之25  －0819  才ジ戸洋義玩弄盲ラララ文末王六石森薗青石荊≡享ラジそだ薄葡蕪者‾  
が発見された。フランス保健省によるとチクンケンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約2仇が感染している。  

ヒトにおける∨osivirus感染を嗣べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で1996年から1的9年に供血青から集められた血清7¢5  

例について検査した。その鯖果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12机374例中44例）、高ALT億群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で28醐1例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（柑例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体く9．肌）が陽性であり、既知のVe8ivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
に∨¢Sivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症青もいることを  
示している。  

ウイルス感染  JMedViro12006；  
78：693－701  

肝炎  
非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除云することにより、非A－  
E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者㈹例中17例（24戯）に検出された。NV－F陽性点者65例中  
49例（75朋）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫儀光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に開遵する新規の1本鎖DNA断片である。   

JlnfectDis2008；  
柑3：1089－1097  
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感染症挿哨   

ウイルス感染  

出典   

JMedPrimato1  
2005；34（Sり：333  

概要   

－■■■■●■■▼■■●■■－■■一－－■■■■－■■■－■■一一－■■－－－■■■■■■■■一－■●■■■■■・●●▼一－－－・■l■一一Il■一一●■■一－－▼■■－■■  

サル泡沫状ウイルス（SFV）は非ヒト嚢長動物で蔓延している非病原性  
感染症であるが、唾液を介して伝指すると考えられている。最近ヒトで  
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝播するかを調べるため、  
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し  
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反  
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年目の精巣から、全血でSFV  
が伝播することがあることが示された。  

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白（PrPSG）の相互作用を検討すること  

によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その緒  
果、2種類の粘土ミネラル、石英およぴ4種類の全土壌サンプルに  
PrPS¢が吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研  
究鰯果は、土壌環境に入ったPrPS¢は生物に利用できる形態で維持さ  
れ、プリオン病の動物感染を永株させるとともに、他の種をこの感染性  
病原体に曝露させる可能性があることを示している。  

異型クロイツ  PLoS Pathoeens 
2006；2：832  

フェルト■ヤコブ 病  

柑96年から柑99年に、手術時に20－29鰻であった点者から得られた虫  
垂および扁桃12釘4検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3  
例（虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2  
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129  
の／叫ンがホモ持合体であった。今まで調べられたvCJD患者は、メチ  
オニン／／叫ンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド  
ン12摘†メチオニンのホモ捷合体サブグループであり、／中ノンホモ接合  
体サブグループがvOJDに対して感受性があることが初めて示された。  
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ  

り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚  
染手術用其のいずれかから起きる可能性がある。   

BMJ Online 
doi：10．113¢／b両．3  

8804．511糾4．55  フェルトーヤコブ 病  
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概要  
－■－－■■●－－－■■●●●■■■■●■■■■■■■●■■■■■■■一■●－－■■－－－－■■t■－－－－■■－－・■■－－｝－－－－－－－－－－●■■■■－■■t■■－ マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型  

（MM、MV、∨∨）のPrP蛋白を発現するマウスを作製し、BSE又はvCJDを  
接種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その結果、  
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的  
に、VCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学  
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お  
よび臨床症状が早く発現したi、VVは感染効率が最も低く、発現までの  

出典   

L馴108t Neuro1  

2008；5：393－388  

フェルトヤコブ 病  

期間が長かった。βSEからヒトヘの感染は種の蜜の存在によって制照  
を受けているが、VCJDのヒトからヒトへの感染lま実質的に登が低くなっ  
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ  
うなルートによって、VCJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜  
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播  
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の間男を示すであろう。  

ベネシス  
ポリエチレングリコール処理  
抗破傷風人免疫グロブリン  
乾燥抗破傷風人免疫グロブリ  
ン  

寄生虫感染  
言草享高音両石71穴ぢテ流行福豆び東漸寺画秘事＝亨紅ぞ茄‾  

1745例の血清をBさbesねmi¢rOti抗体について調べた。流行他の血清学  
的喘性血液ドナーは24例（1．4ち）で．非流行他の陽性血液ドナー（8例、  
0．3％）より多かった。また．血清学的陽性の血液ドナー19例のうち10例  
（53％）がPCRにより8abe8i8mi¢帽tりこ陽性であった。輸血により本寄生  
虫血症が伝播するおそれがある。  

破傷風抗寿 素  
人血液  

米国  有効成分  
Tran＄fusion2005：  

45：1804－1810  

異型クロイツ  
‾  

桓確蒲藩論て己砺6浦添重言＝7仁ジ欄廠訂捕和二石薗甫だ常  
種したところ、リスザルは進行性神経優性疾患を発現した。リスザルの  
脳組級こはPrPre＄が検出され、海綿状変憎が認められた。豊長類に  
CWロが感染した初めての報告である。   

JVir012005：79：  

13794－13796  
フェルトヤコブ 病  
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Lユ  

感染症押耶  出典   

WHO／CSR2005  
年11月17日  例が確隠された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。  

ウイルス感染  米画で弓ii7年から1錮6年の間にHIV感染小児患者5一例から採取し、凍  
鰯保存した末梢血単核制個（PBMC）と2002年から2083年に健常者柑例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）mAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

2005；43：5428－  

JClinMねーく〉bi01  5434  

■●－●■一－■■●l■－■■■t■■●－■■■■l■■一■■■■・■■■■■一・■－－■■－●－－■■■■■■■－■■■■●■■一一■一■■ll■一■■■■－11■■  

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  
Clost雨iumd斬G他の新酉株の出現により、関遵疾應の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本革  
開運疾眉の集団先生が起きた8医療施放から得た本菌の分離株187株  
を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その結果、全施故  
の分離株で同定された最近のBl／NAPl掛ま、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

2005；353：2433－  NEngtJMed  2441  

英国保健省  
Press Statement 

2008年2月9日  

異型クロイツ  輸血開違わ新しいveJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  
約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の♯  
血によるvCJD感染例である。   

フェルトヤコブ 病  
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「－  

概要   

－■■■－－－－■■■■■■■■■■■■－■■■■－■－■－■■■－■－－－－－－－－－■－■－－－－－－－－－－■－－－■－－－－■－－■－－－■－－－●■■■■■一●  

ヒトにおけるVeさi止us感染を嗣ぺるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で199＄年から1999年に供血着から集められた血清765  
例について検査した。その緒果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12射374例中44例）、高ALT位群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29榊1例中12例）、輸血または透祈に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8ち）が陽性であり、既知のVo8ivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesiv血さに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症青もいることを  

JMedVir01200¢：  

78：893－701  

示している。  

肝炎  JlnfeGtDi8之00¢；  

193：1088－1097  E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNVイと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者¢9例中り例（24，6別に検出された。NV－F績性患者㊦き例中  
49例（丁5朋）の血清中に抗NVヰ抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝卿こ関連する新規の1本銃口NA断片である。  

■■■■一－■■■－■■■l■－－■■－■一－■■■■●■l■一■－■■■■●■－■■■■■■－■■■■■一■■－■l■－■－■■●●一■■■■■■－■  

サル泡沫状ウイルス（＄FV）は非ヒト里長動物で蔓延している非病原性  
感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで  
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝拝するかを晩べるため、  
SFV検性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し  
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持続、抗体反  
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年日の繕黒から、全血でSFV  
が伝播することがあることが示された。  

ウイルス感染  JMedPrim8t01  
200きこ34（引）：333  

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白（PrPS¢）の相互作用を検討すること  

によって、土壌がT＄E蓄積体として提供される可能性を調べた。その結  
果、2種類の粘土ミネラル、石英およぴ4種類の全土壌サンプルに  
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研  
究鰯果は、土壌環境に入ったPrPS¢は生物に利用できる形態で維持さ  
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性  
病原体に曝霹させる可能性があることを示している。   

異型クロイツ  PLoSPathogen＄  
2008；2：e32  

フェルトヤコブ 病  
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感染症洋叩   

異型クロイツ  

概  

柑96年から1999年に、手術時に20－29鰻であった患者から得られた虫  
垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3  
例（虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2  
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129  
の′（l）ンがホモ接合体であった。今まで調べられたvcJD患者は、メチ  
オニン／バリンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド  
ン129がメチオニンのホモ持合体サブグループであり、バリンホモ樺合  
体サブグループがvCJDに対して感受性があることが初めて示された。  
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期聞を有している可能性があ  

り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚  
染手術用其のいずれかから起きる可能性がある。  

出典   

BMJ Online 

ブ  8804、511644．55  

フェルトヤコ  
病  

マウスPrP遺伝子の置換によってヒトまたはウシのコドン129遺伝子型  異型クロイツ  Lancet Neuro‡  

2006；5：393－398  （MM、MV、∨∨）のPrPま白を発現するマウスを作製し、8SE又はvCJDを  
棲種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴傾を評価した。その結果、  
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的  
に、VCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学  
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お  
よび臨床症状が早く発現した‥∨∨は感染効率が最も低く、発現までの  
期間が長かった。BSEからヒトヘの感染は種の壁の存在によって制限  
を受けているが、VCJDのヒトからヒトヘの感染は実質的に蛍が低くなっ  
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ  
うなルートによって、VCJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜  
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予測ができ、疾患の伝播  
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであろう。  

フェルト・ヤコブ 病  

米国で医薬品製造用血靖プールの検体においてPCR法により／くルポ  

ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血姥はヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その縮果、13丁プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に慣性であった。   

乾燥弱毒生凰しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワク  
チン  

ヒト血液  
宥‾‾  ／くルポウイル  

ス  
化学及血  
清療法研  
究所  

人血清アル  
ブミン   

日本  添加物・  
製造工程   

Emerg］nfectDis  
2006；12：15卜154  

187ページ  



P  

感染症紳耶  出典   

Jlnfe¢tDis2008；  

193：1089－1097  
非情興閃PCR菅行った後、染色体白米配列菅除云することにより、非A－  

E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者89例中17例（24．8％）に検出された。NV－F鴨性患者65例中  
49例（丁5，4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  

日本腸線  
製薬  

日本臓器  
製薬   

日本臓器  
製薬  

日本臓器  
製薬  
日本臓器  

フィプリノゲン加第Ⅹ皿因子   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子  

フィブリノゲン加東ⅩⅢ因子   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子   

フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子   

アルテプラーゼ（遺伝子細換  

え）注射剤  

ヘパリンナト  

リウム  
アブロチニン  
液   

人血清アル  
ブミン  

トロンビン   

血液凝周儒  
ⅩⅢ因子  
人フィブリノ  
ゲン  

ウシ胎児血  
清  

ヲち碩‾‾‾‾‾   

ウシ肺  

ヒト血液   

ヒト血液   

ヒト血液   

ヒト血液   

ウシ血液  

不明（未 発売） ウルグア  

イ、ニュー  
ジーランド  

米国   

米国   

米国   

米国   

米国、カナ  
ダ、トストラ  
リア、ニュー  
ゾーランド  

製造工程   

有効成分  

添加物   

有効成分   

有効成分   

有効成分   

製造工程  

60235   

2006／06／21  

製薬  

日本臓器  
製薬  
三菱ウニ  
ルファー  
マ  

ProMED200603日  －8020  ウェスタンプロット法により米国アラ／くマのウシが狂牛病であったことが  

明らかとなった。ウシはSantaGo代mdi5種の10才を超えるウシで．199丁  
年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ  
タリウシであったが．その後も改善しないため安楽死させ．検体を採取  
していた。C肝brd獣医主任による狂牛病感染牛の発症．感染から検査  
結果確偲ほでの経過潮音。  

米国農務省はアラ／くマ州で発生したBSE陽性牛に関する疫学的調査  

結果に関する声明を出した。感染牛は安楽死処分され、検体採職後に  
焼却処分された。農務省動植物衛生検査部（AP川S）プロトコールに従っ  
て、家畜やヒトの食物連鎖からは除外された。   

ProMED20060504 －0040  

三菱りエ  
ルフアー マ  

‾  
ラフ［亨ヲ荷摘甑拝顔蕗  
え）注射剤  チャイニーズ ハムスター  

チャイニー  
ズハムス  

ター卵巣  

米国  
扁‾  

製造工程   

卵巣細胞  

柑8ページ  



生鞠由乗成   
分名  

イミグルセ  
ラーゼ（遺伝  

子組換え）  

ポリゼリン  

報告者名   

ジェンザ  

イム・ジャ  
パン  

一般名  イミグルセラーゼ（遺伝子租 換え）  2006／06／23  

えチャイ  
ニーズハム  

スター卵巣  
細胞  

ウシ骨抽出 物   

ウシ胎仔血 液   

ドナー仔牛  
血液   

ズ  
ズハムス  

ター卵巣  
ウシの血液  

米国  

米国、カナ  
ダ  

＿ユ‾  

ジーランド   

米国  

米国、カナ  
ダ、オーストラ  
リア、ニュー  
シ●ぅンド  

■‾‾  
蕪  

‘…  
蕪  

’‾‾  
蕪  

▲‾‾  
蕪  

‾‾  
膏  

■‾  
蕪  

■‾  
蕪  

一‾  
束  

‾  
扁  

◆‾  
蕪  

イミグルセラーゼ（遺伝子組  

換え）   

イミグルセラーゼ（遺伝子組  

換え）   

イミグルセラーゼ（遺伝子細  

換え）   

アルテプラーゼ（遺伝子組換  
え）   

アルテプラーゼ（遺伝子組換  
え）  

嘗蓮王謹  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

製造工程  

ジェンザ  
イム・ジャ  
パン  

ジェンザ  
イム・ジャ  
パン  ジェンザ  

イム・ジャ  
パン  協和醗酵  

工業   

協和醗酵  

工業  

清   ウシ胎仔血  

ドナー仔牛  
血清   

チャイニー  
ハムスター  

卵巣細胞  
ウシ胎仔血  
清  

2006／08／23  

弓誘ジ粍〔藩7三吉頂薗テラ71青石弓ジ蔀謹事議モ高三議≡富が  
明らかとなった。ウシはSantaGertrudis種の10才を超えるウシで，1997  
年の肉骨粉禁止前に生まれたとみられる。獣医が最初に見たときにヘ  
クリウシであった机その後も改善しないため安楽死させ．検体を採取  
していた。Clifford獣医主任による狂牛病感染牛の発症．感染から検査  
編集確認までの経過報告。  

ProMED20060314 －0020  
BSE  

■■一一一l■■－■■■－－■■●●■－●－1－■■－－一一一－－－一一一一一－■－－■－－－■l■一■●■－－●■●■－－一■■一一Il●■l■●■■■■  

米国農務省はアラ／くマ州で発生した8SE陽性牛に関する疫学的駒査  

結果に関する声明を出した。感染牛は安楽死処分され、検体採取後lこ  
焼却処分された。農務省動植物簡生検査部仏PHIS）プロトコールに従っ  
て、家畜やヒトの食物違鯛からは除外された。  

ProMEO20060504 －8040  

製造工程  
ウシ胎児血  
清  

ウシ胎児血  
清・   

D－ガラクトー  

ス  

パンクレアチ  
ン  

フェツイン  

ウシ胎児血 液  
フがルロビンベータ（遺伝子  

組換え）  

リッキシマブ（遺伝子組換え）  

リッキシマフ（遺伝子細換え）   

リッキシマプ（遺伝子組換え）   

リッキシマブ（遺伝子組換え）  

日本オル  
ガノン  

全薬工業  

全薬工業   

全集工業   

全薬工業  

2008／06／27  ニュー  

ジーラン  
ド、オース  
トラリア  

カナダ、米  
国、ニュー  
ジーランド  

米国   

米国、カナ  
ダ  

カナダ、米  
国、ニュー  
ジーランド  

‾  
嵩  

●‾   

蕪   

■‾  
蕪  

‾                    ‾  
扁  

製造工程  

製造工程   

製造工程   

製造工程  

蕪…  

蕪…  

蕪‾‾  

一‾  
束  

ウシ血清  

ウシの乳汁   

ブタの膵臓  
由来  
ウシの血清  

由来  

2006／08／之7  

■■■－■■■一■■l■■■■一－－－－■■－－－■■■－－－－－－－－一一一一－－■－－－－－－－■■－－－■－－－－■－－－－－■－－■■■－■一●  

－－■■●■り■■¶■－－■■●■■－■■■－－－－■■一－●■－●■－－－■●－－－－－一－－－－－■■－－－－■■■■■■－■■－－■－－－■■■■●■   
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生物由来成  
分名  

ラードウオー  

ター  
ペプシン   

■‾‾嶋‾  
諾ヲ〔ジ  

報告者名   

全薬工兼   

全薬工業   

全薬工業  

一般名   

リッキシマブ（遺伝子組換え）   

リッキシマブ（遺伝子組換え）   

リッキシマブく遺伝子組換え）  

原村劉名   

ブタ   

ブタの胃液  

含有区分   

製造工程   

製造工程  

米国、カナ  
ダ  

米国、カナ  
ダ  

米国、  
オーストラ  
リア、  
．．＿ユー  

ジーランド  

2006／0¢／27  

ウマの脾  
臓、脛、ウ  
シの心臓、  
脾臓及びブ  
タの／くンク  

レアチン及  
びペプシン  
で処理した  
もの  

ウシ血液  

製造工程  

ワイス  
エタネルセプト（遺伝子組換  

え）  

仔ウシ血清  
米国  

製造工程  斎‾  富‾  ブ  2006／06／28  米国疾病予防センター（CDG）は、2001年から2005年にテキサスに住ん  
でいた30歳男性がvCJDと診断されたとの通知を、英国OJDサーベイラ  
ンスよりを受けた。患者は美園に帰国後に疾患が進行し、現在治療中  
である。患者は英国でvCJDになったと考えられ、米国での入院歴、手  
術歴、献血歴などはなかった。米国におけるvCJD2例日の症例である。  

フェルトヤコ 病  

BSE  C8nadian F00d  

lnsp8GtionAgen¢y  

2006年3月3日  

カナダ耳品玉視局は2006年1月12日に繁栄死させ、1月22日に日SEと確  

定診断されたカナダのアルベルタの8SE牛についてOIEガイドラインに  

基づき疫学的飼査を行った。カナダで4頭目のBSE例である。感染ウシ  
は69月齢で、発症前2年間に2頭を出産していたが、1潔は既に死亡して  
おり、もう1頭lま処分された。同じ農場で生まれた1開矧こついても追跡  
駒査され、生存していたウシは処分された。処分されたウシは全てBSE  
陰性であった。辞しい飼料調査が行われたが、BSE感染ウシは生後1年  
の間に催レベルの感染力を有する飼料に暴露したと考えられた。  

USDん／News  
Relea8e200¢年3  
月15日、3月川日  
USD＾／Statement  
2006年5月2日  

米国農瀾省は2008年3月柑日アラ／くマの牡牛がBSEと確定されたと発  

表した。米国で2頭目のBSE牛である。ウシは赤毛交雑種で、歯の検査  
から10歳以上とされ、FDAの1997年フィード′くン以前lこ生まれた。疫学  
的調査の籍臭、2頭の子牛を発見したが、1頭は既に死亡していた。もう  
1頭はBSE陽性であり、観察のため研究席に収容されている。  
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概要   

2006年4月16日、ブリティッシュコロンビアのウシに8S∈が確定診断され  
た。カナダで5頭目のBSE牛である。感染牛の生年月日と出生農場はす  
でに確定されており、感染源を調査中である。感染牛は6歳の乳牛で、  
カナダのフィードバン実施後に8SEに雁患した。C円Aは感染牛と同じ餌  
に暴舞した可能性のあるウシを追跡調査し、検査を続けている。  

出典  

Canadian Food 
Inspe¢tionAg引1Gy  
2008年4月16日  
2006年5月8日  

エタネルセプト（遺伝子組換 え）  ワイス  ウシトランス  
フェリン  

ウシ血液  
異型クロイツ  ブ  米国疾病予防センター（ODC）は、2001年から2005年にテキサスに住ん  

でいた30歳男性がvcJDと診断されたとの通知を、英国CJDサーベイラ  
ンスよりを受tナた。患者は英国に帰国後に疾患が進行し、現在治療中  
である。患者は英国でvCJDになったと考えられ、米国での入院歴、手  
術歴、献血匿などはなかった。米国におけるvCJD2例日の症例である。  

製造工程  2006／06／28  
＿ユ■‾■－ ジーランド   

フェルト・ヤコ 病  

方稲垣有高ぼ査6石る首領1盲前轍【碩■夏至百だ白話主徳  
C引1adi8n Foqd  

定診断されたカナダのアルベルタのBSE牛について01【ガイドラインに  

基づき疫学的調査を行った。カナダで4頭目のB＄E例である。感染ウシ  
は鍋月齢で、発症前2年間に2現を出産していたが、1鵠は既に死亡して  
おり、もう1頭は処分された。同じ農場で生まれた158預についても追跡  
調査され、生存していたウシは処分された。処分されたウシは全て8SE  
陰性であった。辞しい飼料調査が行われたが、BSE感染ウシは生後1年  
の聞に催レベルの感染力を有する飼料に暴需したと考えられた。  

lnspection Agenoy 
20㈹年3月3日  

米国農務省は2008年3月柑日アラバマの牡牛がBSEと確定されたと発  

表した。米国で2頭目のBSE牛である。ウシは赤毛交雑種で、歯の検査  
から10歳以上とされ、FDAの1997年フィードバン以前に生まれた。疫学  
的調査の結果、2頭の子牛を発見したが、1頭は既に死亡していた。もう  
1頴lまBSE條性であり、観察のため研究所に収容されている。   

USDA／News  
R0leas82006年3  
月15日、3月18日  
USDA／Statomont  
2006年5月2日  
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2008年4月16日、ブリティッシュコロンビアのウシにBSEが確定診断され  
た。カナダで5頭目の8SE牛である。感染牛の生年月日と出生農場はす  
でに確定されており、感染源を調査中である。感染牛は6繰の乳牛で、  
カナダのフィード／くン実施後にBSEに罷患した。CFIAは感染牛と同じ餌  
に暴露した可能性のあるウシを追跡瀾査し、検査を続けている。  

出典   

C■nadi8nF00d  
lnspoctionAgenく〉y  
2006年4月10日  
2006年5月8日  

乾燥イオン交換樹脂処理人  
免疫グロブリン  

人血清アル  
ブミン  

人血莞  
米国  添加物  

／くウス ター  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死1＝L  
た5歳の少年の血液検体を網べた。RT－PCRにより、血焚lまH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陳性であった。発育鶏卵増雀によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Thailさnd／NK185／05a¢¢○＄8ionn0．  
DQ372591－8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005日5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

200¢；12：1041t  

EmerglnfoGtDは  lO43  
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タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し  
人血炸   

米国   有効成分  ヒト凝屈性た  
ん自賞（フィ  

ブリノゲン加  
第ⅩⅢ因  
子）  

／くクス  

ター  
該当なし  

2008：12：1041－  

【me帽InfeGtDi＄  1043  

た5鐘の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血策はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス腸性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／1¶8iland／NKl餌／05a¢○¢SSionn0．  
DQ37259卜8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学約分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005日5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。   
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